
建設の施工企画　’08. 614

産システムの構築，さらにはこれらを推進するための

技術力のある有能な人材の育成確保等，発注者，受注

者の次元の問題はもちろんのこと，もっと大きな視点

から，いわば国土レベルの経済や産業構造までが問わ

れているのは，ご承知のとおりであります。こうした

時代の曲がり角にさしかかった今日，かつて貴協会が，

建設の機械化を通じて，安全や環境にも配慮しつつ施

工の合理化，コストの縮減等を実現し，国土造りの計

画的な推進に多大の貢献をされてきましたように，こ

れからは，建設の施工企画というスキルをもっともっ

と拡充発展して，物品調達とは性格を異にする公共調

達の改革や，品質，安全，生産性等の課題を解決した

建設生産システムの構築等の実現に，重要な役割を果

たしていくことが求められているように思われてなり

ません。建設の施工企画は，建設の機械化に比して，

IT やマネジメント等を含む，より総合的なスキルで

あり，機械施工技術の開発，活用に加えて，建設生産

システムを遅滞なく有機的に機動せしめる効用等が期

待されています。直営時代は，発注者自らが，設計，

施工をはじめとする生産システムのすべての段階に関

与し，海外技術の導入や新技術の開発等を行い，現場

に適用を試みることで普及を図ってまいりましたが，

請負の時代になると，特に近年は，発注者は専ら積算

と監督検査等に特化するようになり，設計，施工やそ

のマネジメントは，大部分は，受注者の責任で取りし

きることが多いように思われます。そこでは，発注者

の責任を明確に自覚しなくても，生産システムは，ま

がりなりにも稼働することから，発注者にとって必須

といわれるような技術の継承，蓄積，生産システム全

体を見通せるマネジメント能力等が低下する傾向にあ

ります。このため，たとえば，トンネル工事では掘進

すれば地質が悪くなる，あるいは，ダム工事では堤体

の基礎を掘削すれば地質が良くなるケースに遭遇し

て，工事費を変更せざるをえなくなる場合を想定して

みますと，発注者は，技術的な面から評価，検討する

だけの技倆に自信のないことから，専ら安全の優先等

を主張する請負者の意見に十分異議を唱えることはで

日本建設機械化協会の機関誌“建設の施工企画”が，

1949 年７月の創刊以来，本年６月発行で第 700 号を

迎えることになった由，心からお慶び申し上げます。

これも，定期刊行をめざして，ひとときも休むこと

なく地道にご尽力されてきた協会やご支援，ご協力を

惜しまなかった関係の皆様方の積み重ねの成果であ

り，深く敬意を表するものであります。

私が，専ら，本誌に関わりをもつようになりました

のは，2003 年４月から１年３ヶ月の間，編集委員長

をお引き受けして以降であります。当時，抱いており

ました思いのいくつかは，生意気にも同年 11 月号の

巻頭言に吐露させていただいておりますので，読者の

皆様のなかには，ひょっとすればお目にとまったかも

しれません。そのなかで一番心に残っておりますこと

は，玉光元会長をはじめ関係する皆様の特段のご理解

を得て，機関誌名を長年にわたり親しまれてきた“建

設の機械化”から“建設の施工企画”へと変更したこ

とであります。いまにして思えば，“建設の機械化”

にこれまで邁進してこられた諸先輩の種々のご意見，

ご忠告（例えば，建設の施工企画という言葉は，市民

権を得たこなれた言葉となっていない等）をふまえれ

ば，協会の看板である機関誌名を“建設の施工企画”

へ変更することは，時期尚早かと思われ，一抹の不安

のよぎったことも事実でありますが，思い切ってあの

時に変更してよかったのではないでしょうか。名は体

を表すといわれますように，機関誌名は，貴協会の目

指す方向，使命等をズバッと表現するものが好ましい

と思われます。機関誌名の変更からは，社会の変化に

即応しながら，更に時代の先取りをするような協会活

動への前向きの姿勢を感じとることができ，思いのほ

か，読者等にも好感を持って受けいれられたのではな

いかと自分勝手に思量しています。

ところで，近年，公共事業の急激な減少や無駄遣い

批判，公共調達における談合決別への社会的要請や，

低価格等による品質低下の懸念等，公共事業をめぐる

さまざまな問題が噴出しています。このため，公共事

業のあり方や進め方を見直し，透明で効率的な建設生

“建設の施工企画”誌 700 号に寄せて
期待するもの
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きず，したがって，必ずしも発注者自らの適切な現場

判断をくだすことには至らない場合もあるのではない

かと危惧されます。限られた予算内で少しでも品質の

良いものをできるかぎり早く建設し，適切な維持管理

により少しでも長持ちのする社会基盤施設を整備して

いくには，設計上の改善はもちろんのこと，施工とい

うレベルでの技術力やマネジメント上の地味ではあり

ますが，たゆまぬ改善努力が大きな意味をもってまい

ります。建設の施工企画は，透明性の高い生産システ

ムを円滑に運用し，地域性をふまえた技術競争や総合

評価等の望ましい公共調達への転換になくてはならな

いスキルの一つであり，発注者の技術力やマネジメン

ト力の向上と相まって，存分に発揮されんことを期待

してやみません。

公共工事では，発注者の現場離れが進み，技術力が

ますます低下して重要かつ基本的な技術が継承されな

くなってしまいました。公共工事の削減の続く今がチ

ャンスです。これまでは，忙しさのあまり発注するこ

とがゴールであるかのごとく思い違いをすることもあ

りましたが，いまこそ発注者責任を完遂するためにも，

建設の施工企画という有用なスキルを活用してみては

いかがでしょうか。そうすれば，公共調達の改善や新

たな生産システムの構築にも，上滑りすることなく，

本質にくいこんで取り組むことができると思います。

その際，大切なことは，とかくマニアックな各論にの

めり込んで，いわばタコ壺にはいりこんで全貌を見失

わないように留意しなければなりません。たえず，ゴ

ールを見据えて，大局観を有しながら，自ら思索する

くせをつけることが肝要ではないかと思います。

戦前を代表する稀有な土木技術者の一人であり，優

れた教育者でもあった宮本武之輔の随筆「技術者の道」

にこんな一節があります。「私の信ずるところを以て

すれば，国家の重責を託するに足る偉大なる人材は必

ずしも手腕技量の優れたるを条件としない。要はその

信念によって定まる。」「私は学生に向かって講義の中

の細かい数字などは，忘れても，決して大綱を掴むこ

とを忘れないようにということを口癖のように注意し

ているが，すべて信念は自覚から生まれ，自覚は思索

から養われる。思索のない人生は一種の牢獄である。」

この言葉をかみしめつつ，技術者の備えるべき確固た

る信念をもって，この難局を乗り切ろうではありませ

んか。

おわりに，“建設の施工企画”は，今後とも引き続

き 800 号，900 号と継続して刊行され，その目指すと

ころの企図にふさわしい情報発信を通じて，日本建設

機械化協会を明日に向かって牽引していってほしい

と，心底から祈念しつつ，700 号に寄せた期待の言葉

といたします。

建設の施工企画　’08. 6 15

平成 20年度版　建設機械等損料表
■内　　容

―国土交通省制定「建設機械等損料算定表」に基づい

て編集

―各機種の燃料消費量を掲載

―わかりやすい損料積算例や損料表の構成を解説

―機械経費・機械損料に関係する通達類を掲載

―各種建設機械の構造・特徴を図・写真で掲載

―日本建設機械化協会発行「日本建設機械要覧」参照

頁を掲載

■B5判　約 600 ページ

■一般価格

7,700 円（本体 7,334 円）

■会員価格（官公庁・学校関係含）

6,600 円（本体 6,286 円）

■送料　沖縄県以外　600 円

沖縄県　　　450 円（但し県内に限る）

（複数お申込みの場合の送料は別途考慮）

社団法人　日本建設機械化協会
〒 105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8（機械振興会館）

Tel. 03（3433）1501 Fax. 03（3432）0289 http://www.jcmanet.or.jp


